
3  こんな技術を求めています！

 財務会計システムにおける電子決裁機能（既存システム対応又は新規システム導入）

 支出審査におけるAIの活用によるチェック工数の削減

 データによる帳票保存

支出負担行為伺書については、令和３年１０月から一部ペーパーレスの取組として、文書

管理システムを用いた電子決裁を実施していますが、会計伝票（支出伝票・収入伝票・振替

伝票）については、紙で作成し、押印による決裁を行っています。

特に、口座振替による支出の締切前後等には、多くの支出伝票が集中します。押印による

決裁を短時間にたくさん行う手間や、書類の保管場所の確保、紛失リスク等の課題を抱えて

いるところです。

財務会計システムに電子決裁機能を持たせることを検討しましたが、市長部局との連携や、システム改修の

費用対効果等の面から、すぐに実施することは難しい状況で、次回システム再構築の際に実施することを検討

しているところです。

2  課題の詳細

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

押印決裁業務

作業頻度：毎日 伝票件数：約18,000件／年

1  課題を抱える業務の内容

堺４ 財務会計システムにおけるデジタル化・ペーパーレス化

堺市

求める技術：①


